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江原 昭哲 (京都大 ･望長研)
我々は叩押し現の肝臓の比較解剖学的研究の一環
として,ヒトおよび析人狼を含む20種籾の霊長仰
の肝措の門脈,肝静脈および胆管系の分布と肝菜
の関係を明らかにし,第11回国際霊長摂学会で報
告した｡
今回は特にブタオザル,-ナジログェノンおよ
びリスザルの門脈,肝静脈および胆管系に
Celuloidのacetone溶液を注入して作製した鋳型
標本と肝薬の関係を他の種煩の霊長類の肝臓を参
考にして比較検討した｡
その結果,これらのサルは門脈,肝静脈および
胆管の分布からみると,他のサルおよび煩人猿の
肝臓と同様に,外側左乗,内側左葉,方形粟,内
側右葉.外側右葉,乳頭菓および尾状薬の7葉か
ら成る｡これらの肝臓のうち,内側左葉は胎児の
時の摺静脈の侵入部の左側で肺静脈部の左側から
門脈枝の分布を受ける領域であり,方形薬は厨静
蜂の侵入部の右側で肺静脈部の右側から門脈枝の
分布を受ける領域である｡外観的には研静脈の侵
入部の左側が外側左乗と内側左葉の2英に分かれ
る｡済静脈の侵入部の右側の粟は方形薬と内側右
菜が癒合したものである｡両菜の外部からのおお
よその境は阻喪寓である｡さらにこの桑の右側に
位置するのが外側右薬である｡我々が乳頭粟およ
び尾状葉と呼んだのは従来 Elenberger-Baum
(1932)らによって尾状葉の乳頭突起,尾状突起
と呼ばれていた部分に相当する｡これらの部分は
今回調べたいずれの種煩のサルでも癒合している｡
しかし,乳頭薬,尾状葉に分布する門脈の起始部
および肺静脈の流入部はそれぞれ別々であり,-
ナジログェノンでは両葉は完全に癒合しているの
で外観からほ区別できないが,ブタオザルと1)ス
ザルでは両粟の境が狭くなっているので外観から
も区別できる｡従ってこれらの菓 (突起)は我々
の従来の主張どうり,独立した粟として区別すべ
きと考える｡
オナガザルの重科の消化管平滑筋における運動の
性質について
阿部 浅樹 (岡山大学農学部)
一般に,平滑筋の運動は自律神経やホルモンな
どにより制御されている｡しかし,それらに対す
る筋の反応の態様は動物種及び部位等により差違
があり,一定でない｡また,サル塀の消化管平滑
筋の薬物反応に関しては実験成績の蓄積が多くな
い｡そこで.ニホンザルを材料に選び,その腸管
平滑筋の運動の基本的な性質について調べた｡
成体のニホンザルを麻酔下で放血致死せしめた
級,盲腸との結合部より吻側へ約20cm以内の回腸
を持出し,難膜面より縦走筋層を剥離した｡筋標
本を37℃の栄衣液中に懸垂して.薬物の投与に伴
う張力の変化を等尺性に測定した｡
筋標本は,カリウム (Ⅹ).カルバコール (
Cch).ヒスタミン (His),プロスタグランジン
(PG)E2及びPGF2aの投与により収縮し,40
mMのKによる収縮を100%とした時の50%収縮
濃度 (EC50)は,それぞれ1.4×10-2,6.8×10
~8,3.8×10-7.1.1×101㌧ 4.8×10'書Mであっ
た｡10~lMのCchによる収縮はノルエピネフリン
及びイソアロテレノールにより抑制され,いずれ
も10~lMによる抑制は約30%であった｡清水ら
(｢平滑筋の薬物反応｣浦川紀元監修,文永堂)に
よれば,回腸縦走筋におけるHisのEC50は動物
種による差が大きく.1万倍に近い分散がある｡
今回のニホンザルでのHisのEC50は,彼らのカ
ニクイザルでの値にほぼ一致した｡またKamiz-
akiら(日本獣医誌,43,853)によれば,EC50か
ら見た回腸縦走筋のPGE2に対する収縮反応の感
受性は草食獣で最も高く,ついで雑食獣,肉食獣
の順に低くなり,肉食獣では最大収縮の大きさも
小さい｡さらに肉食獣でのPGE2収縮はスコポラ
ミンにより抑制され,雑食軟では抑制されないと
いう｡今回ニホンザルで得られたPGE2のEC50
と広大収縮の大きさは,Kamizakiらの分塀では
肉食獣のそれに近いものであったが,収縮はスコ
ポラミンにより抑制されず.雑食獣の性質を示し
た｡
･=ホンザルは雑食鞍でありながら,以上のよう
にその腸管平滑茄は一部肉食獣に見られるような
性質を示した｡この点についてさらに詳細な検討
が必要である｡
-59-
